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研究成果の概要（和文）：幼稚園・保育所から小学校への移行期において、人間関係に困難を抱える幼児に対し
て、異年齢保育を通してどのような援助方法が有効か、異年齢クラスにおける３～６歳児の継続的縦断的観察及
び保育者等からの聞き取り調査結果の分析により明らかにした。効果的な活動内容・参加形態・環境設定・保育
者の働きかけ、スウェーデン等で行われているような教育ドキュメンテーションに基づくプロジェクト的活動、
保護者や多職種との連携による小学校への移行システムの整備等について明らかになった。

研究成果の概要（英文）： This study aims to propose the method for supporting young children with 
difficulties in human relations in the mixed age group of preschool during the transition to 
Elementary School. This research examined the 3-6-year old children's development and human 
relations, through the longitudinal observations of the mixed age groups and interviews with the 
teachers of nursery schools.
　The support method is clarified from the aspects of effective contents and participating styles of
 children's activities, setting up the environment, teacher's guidance, pedagogical documentation 
and project activities like that are practiced in the Swedish preschools, and transition system 
through cooperation with parents, schools and the various types of professionals. 

研究分野：教育学・幼児教育学・教育方法学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
(1) 幼児期の発達障害児等の支援に関する
研究動向及びこれまでの研究成果 
インクルージョン・特別なニーズ教育の世
界的な動向を受け、2007 年度より学校教育
法の一部改正により、特別支援教育制度がス
タートし、幼児期からの特別支援教育・早期
発見・早期支援が求められている。また、2012
年度から障害者自立支援法等の改正により、
保育所等訪問支援の創設など、障害児支援が
強化された。しかし、幼稚園・保育所等にお
いては、発達障害、あるいはその疑いがある
多動・衝動的な傾向を含む「人間関係に困難
を抱える子ども」及びその家族への援助の方
法にまだまだ戸惑っている状況があった。 
学齢期に比べて幼児期においては、発達障
害については早期発見の難しさもあり、対応
方法も十分検討されていなかったが、近年、
幼稚園・保育所などの集団保育の場における
援助方法に関しても、実践に基づく事例が少
しずつ報告されるようになってきた。 
我々は、幼稚園・保育所における事例研究
から「子どもの変化」「保育の難しい子ども」
を理解し援助する視点を検討してきた。さら
に、「多動・衝動的傾向を示す幼児の保育の
場における援助方法・システムの開発」を行
ってきた。幼児期の特別支援教育における、
子どもの理解と集団活動における配慮・援助
の工夫、集団での関係づくり・学級づくりの
ための理論と指導のポイントを、先進的な実
践・事例の考察をもとに提起してきた。また、
集団保育・療育場面での自閉症幼児に対する
絵本を介した発達支援の方法や、幼稚園・保
育所における障害のある幼児に対応した支
援体制の実態と課題を、とくに巡回指導・相
談の視点から明らかにしてきた。 
 
(2) 幼稚園・保育所から小学校への移行期の
発達障害児の支援に関する研究動向とこれ
までの研究成果 
幼稚園教育要領・保育所保育指針では、幼
保・小の連携が強調されている。早期からの
教育相談・支援と就学移行期における継続的
な就学相談・指導の重要性も指摘されており、
発達障害等により人間関係に困難を抱えて
いる子どもたちの幼稚園・保育所等から小学
校への移行期に、必要な支援を明らかにする
ことが課題となっている。小学校への移行期
の支援としては、近年学会でも取り上げられ
るようになり、関心が寄せられている。また、
我々は、小学校入学前後の、とくに多動・衝
動性や広汎性発達障害傾向を持つ子どもの
学校・生活状況や親の不安と支援ニーズにつ
いて調査研究を進めてきた。その中で、４歳
半の時点で「友達とのごっこ遊びができな
い」など、社会性や園不適応項目で問題があ
った子どもたちに、小学校１年生時点で、高
機能広汎性発達障害の傾向が高いことが明
らかになった。 
北欧諸国では、基本的に異年齢保育を行っ

ており、近年では就学前１年間を就学前教育
と位置づけ、小学校との接続をスムーズにす
る制度改革が行われている。これらの研究成
果も日本では十分検討されておらず、どのよ
うな形で取り入れられるかは今後の課題で
ある。 

 
(3) 異年齢保育に関する研究動向とこれま
での研究成果 
一方で、わが国の保育の場では、近年「異
年齢保育」が見直され、新たに取り組まれる
保育所も少なくない。日本でのこれまでの幼
稚園・保育所における発達支援の方法に関す
る研究は、基本的には同年齢集団を前提とし
ているが、同年齢の集団の中ではうまく人間
関係を結べない子どもも、異年齢集団の中で
は、異なる様相がみられる。しかし、その具
体的支援方法は明らかではなく、小学校への
移行期の保育のあり方についても検討課題
とされている。本研究の研究代表者は、全国
の異年齢保育実践の検討に関わり、その理論
と実践について研究してきた。異年齢保育の
中では、多様なでき方・多様な参加のしかた
を保障することによって、差異・異質なもの
を受け入れ、相手の立場に立って振舞うこと
ができるようになり、自己肯定感が育ちやす
いことが明らかになってきている。 
また、米国での研究によれば、異年齢集団
が「虐待」の範疇の子どもにとって、治療的・
矯正的効果があり、自己コントロールを身に
つけやすくすることが示唆されているが、日
本ではあまり注目されていない。（Lilian 
G.Katz,Demetra Evavgelou and Jeanette 
Allison Hartman(1990)） 
 
本研究は、幼児期の発達支援研究と幼小連
携に関する研究、異年齢保育に関する研究の
３者の交差点に位置し、これらの関連性に着
目し総合的に検討しようとするものである。 
                  
２．研究の目的 
(1) 幼稚園・保育所から小学校への移行期に
おいて、人間関係に困難を抱える幼児が異年
齢集団保育において、どのように変化・発達
していくか、３，４歳から小学校低学年まで
の変化を明らかにする。 
 
(2) 異年齢保育において、どのような援助方
法が有効か－集団・グループのサイズ、保育
目標、活動内容、参加の形態・方法、活動時
間帯、周りの子どもたちとの関係、保育者の
働きかけ、年齢による違い等を明らかにする。 
 
(3) 上記に関連する、保育者以外の専門家や
小学校・他機関との連携や保護者との連携の
方法についても視野に入れて検討すること
によって、援助方法を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 人間関係に困難を抱える幼児が在籍し



ており、異年齢保育を実施している幼稚園・
保育所での、保育実践の継続的観察、及び保
育者等からの聞き取り調査により、保育者の
働きかけと対象児の変化、クラス集団の変化
を記録・分析して、保育者の有効な援助方法
を検討する。 
人間関係の変化を捉える視点としては、a.
甘え－甘えられ・頼りにされる関係、b.憧れ
－憧れられ、c.認めあう関係、d.教えてほし
い－教えてあげる関係、e.要求しあい、鍛え
あい、励ましあう関係を設定した。その中で、
子どもに安心感、受容・承認、援助・自己調
整、自尊感情が発展しているか、分析する。 
対象児童を小学校低学年まで３，４年間縦
断的に追跡調査するとともに、保育者以外の
専門家や小学校・他機関との連携や保護者と
の連携についても視野に入れて検討する。 
 
(2) 国内外の異年齢保育及び幼児期の発達
障害への支援方法に関する資料を収集する
とともに、スウェーデン、フィンランドの就
学前教育・保育施設において、異年齢保育・
発達障害児の支援方法、小学校への移行支援
の方法について実際に観察・聞き取り調査を
行い、日本の保育において有効な援助方法を
検討する。 
 
本研究にあたっては、愛知県立大学研究倫
理審査委員会の許可を得、研究協力者に承諾
を得ている。 
 
４．研究成果 
(1) 事例研究(1)より 
知的発達全般に多少の遅れがあり集団に
入ることが難しかった４歳児が在籍する３
歳から５歳の異年齢クラス集団の２年間の
変化を分析した。周りの子どもたちも自分た
ちがされてきたように集団に入りにくい友
達をも自然に受容しており、甘え―甘えられ
る関係、憧れ―憧れられる関係、認め合う関
係、教えてほしい―教えてあげる関係の中で、
その子どもも他を受容・承認し、友達を援助
しようとしたり、自己主張と周りの要求とを
自己調整しようとしたりする姿がみられる
ようになった。また、本児も年長になるころ
からは年少の子をかわいがったり気にかけ
たりするようになり、甘えられたり、憧れら
れ、慕われる側になっていき、５歳児として
の自覚や自己肯定感が育っていった（論文⑥
参照）。 
この事例を通して異年齢保育においては、
以下の方法が重要だと示唆された。 
①絵本、衣装や小道具などを用いて、年長児
等のやっていることを見えやすく見通しを
もちやすく、模倣しやすくし、年長児に支え
られて安心感をもって意欲的に活動に取り
組めるように援助すること、②きまった歌と
振りで模倣しやく友達とのかかわりをつく
りやすいわらべうたが効果的であること、③
興味がもて達成感がもてる活動や玩具（型は

め、パズル、粘土、ブロック）を用意するこ
と、④食事などの場面において小グループで
生活すること、⑤できたことを実感できるよ
うにほめたり、見て真似したり自分もやって
みたいと思えるようになる環境を設定する
こと、⑥活動内容や方法をわかりやすく伝え、
保育者がやって見せたり一緒に行ったりす
ること。 
 
(2) 事例研究(2)より 
落ち着きがなく、相手の気持ちに気づくこ
とや自分の要求を出すことが難しく、トラブ
ルになることが多かった４歳児の、1 歳から
5 歳の異年齢クラスにおける２年間の変化を
分析した（論文⑤参照）。 
 本児は、次第に自分のやりたい活動を意識
し、主張できるようになるとともに、友達に
も気づき、友達の意見を聞きつつ自分の意見
を調整したり、集団の意見を調整しようとリ
ーダー的に振る舞ったりするようになって
いった。また自分より年下の友達にも指示を
出したり、援助したり、譲ってくれたことを
認め感謝するようになり、小さい子から頼り
にされ自尊感情が育っていった。 
 異年齢集団が及ぼした影響や保育者の手
立てとしては、以下の点が重要である。 
①年下の子が起こすトラブルを見て、自分を
客観的に振り返ることができた。 
②砂遊びや鬼ごっこ、プール遊びなどをやっ
てみせ、視覚的にわかりやすくすることで
意欲的に取り組むことができた。 
③楽しく活動に取り組み、達成感や自信が得
られた体験と、やりたいことを保育者が丁
寧に聴き取り、さらに集団みんなにやって
いいか聞くように促したことから、やりた
い活動を主張することができるようにな
っていった。話し合うときは、出た意見を
ホワイトボードに書くなど、わかりやすく
し、考えやすくした。 
④一人で遊んでいても、年下の子どもが寄っ
てきて真似をして遊ぶことから、次第にか
かわりが生まれ、リーダー的なかかわりに
つながった。 
⑤異年齢の一定期間固定した小グループで
食事をとるなどしたことから、他の友達に
気づき、１，２歳児を気にかけるようにな
り、５歳児としての自覚も育っていった。 
⑥朝のあつまりを、１，２歳児でも興味がわ
くようなやり方で行うことによって、クラ
ス全体が集まって楽しく行うことができ、
小さい子から慕われ頼りにされるように
なっていった。 
 
(3) 事例研究(3)より 
自分がうまくできないと思うと怒って暴
力的な行動をとってしまったり、目に入った
物や感覚的な刺激に反応してしまったり、自
分の思いを言葉で表現することが苦手だっ
た３歳児の、１～５歳の異年齢クラス集団に
おける３年間の変化を分析した。本児は年上



の友達を真似して遊び、保育者を支えに少々
乱暴でも周りに自分の気持ちを受け止めら
れることにより、友達の気持ちを思いやった
り、行動をコントロールしたりできるように
なっていった。 
３歳児期では、自分を受け入れてくれる保
育者と自分との関係から数人の４，５歳児と
の関係ができ、４歳児期では集団に受け入れ
られていることを感じ、友達を求め、ルール
が簡単な集団遊びに参加できるようになっ
た。５歳児期では、クラスの中での自分の位
置を意識するようになり、クラスみんなで行
うクッキングなどをしたいと要求し、他クラ
スにもおすそ分けをして感謝され喜ぶよう
になった。さらに、周りの集団が、本児に反
論したり、彼の気持ちを考えて動くようにな
ったりし、ままごとやお医者さんごっこなど
を小さい子も含めて楽しめるようになった。
集団遊びではリーダー的に振る舞い、教えて
あげるようにもなり、自尊感情も育っていっ
た（論文①参照）。 
１歳児とはどのようにかかわってよいか
わからず暴力的になることもあったものの、
３歳児期から抱っこして甘えさせるように
なり、４歳児後半期には１歳児から「好き」
と言われ、安心感をもち、小さい子が困って
いると手助けするようになった。小さい子か
らも、憧れ、頼られ認めらえる関係になり、
年長児としての自覚もでてきた。本児が年長
児に抱っこされたりして甘える姿はほとん
どみられなかったが、1 歳年上の子どもと同
じことを真似してやろうとすることで甘え
ていたと考えられる。言葉で表現することが
苦手だったので、教えたり、励まし合ったり
する姿も多くは見られなかったが、１歳年下
の子は、本児に憧れてついてきたり、同じこ
とをして遊ぼうとするようになり、彼もそれ
を受け入れるようになった。その過程では以
下の点が重要であったと考えられる。 
①魅力的な遊びをしている年上の友だちの
真似をしたり、遊びに目的を持てるように
配慮して保育者が声をかけた。 
②保育者が一対一で関わる場もつくりなが
ら、子どもの気持ちを推察し聴き取り受け
止めることで、周りの子にも受け止められ
るようになった。またその子の気持ちを代
弁したり、言い方を伝えたりすることで、
自分でも言えるようになっていった。 
③活動や鬼ごっこのルールや散歩の行き先
（公園）についての話し合いにホワイトボ
ードを使用し、視覚的にもわかりやすくす
ることで、参加への意欲を高めた。クッキ
ングも目で見てわかりやすく達成感のも
てる活動だった。 
④食事の際は、グループを小さくすることで、
友達が見えやすくなり、１，２歳児を手助
けし憧れられたりすることにつながった。 
⑤その子が今やっている活動を肯定的に意
味づけ、やりたいと言う活動を実現させる
ように援助した。 

⑥朝のあつまりを、1，2歳でも興味がわくよ
うなやり方で行うことによって、クラス全
員が集まって楽しく行うことができ、低年
齢児から慕われ頼りにされるようになっ
ていった。 
 
(4) 事例研究(4)より 
３歳児期から朝の身支度・あつまりになか
なか参加できず、一人遊びやトラブルの多か
った子どもが、３～５歳児の異年齢クラスで、
５歳児期に迷路づくりから“病院ごっこ”に
参加していく過程を分析・考察した。本児は、
夢中になれるプロジェクト的活動の中で、お
互いのアイデアを認め合い、自己コントロー
ルや自尊感情も高まっていった。その際の保
育者の支援方法としては、以下の点が明らか
になった（学会発表①参照）。 
①身支度をせかさず、できたことを認めてい
き、好きな遊びを少人数で楽しめる時間と
空間があったことから、その活動が異年齢
クラス全体の活動につながっていった。 
②保育者は子どもたちの活動についてドキ
ュメンテーションを作成しながら、子ども
たちのやりたい思いをよく聴いて、その願
いを実現できるように、クラスで相談した
り材料を用意したりして援助した。 
③年齢や特性の違いによる個々の興味やア
イデアを活かした参加に配慮し、遊びなが
ら必要なものを作り、イメージを膨らませ
ながらまた遊ぶという繰り返しや、写真や
実物の聴診器などを目に見える形で提示
したことも、興味や意欲を高めた。 
 
(5) 事例研究のまとめ 
事例研究(1)～(4)の結果から、共通して以
下の点が明らかになった。 
①異年齢集団では、年齢差があり幅の広い関
係がつくられることから、人間関係に困難
を抱えている子どもも、甘えたり教えても
らったりしながら、受け入れられ、安心で
き、年上の子のやっていることを見て憧れ
て真似するなかで、達成感や自信をもちや
すい。また、一人で遊んでいても年下の子
どもが興味をもって寄ってくることによ
って、かかわりができていた。そのような
子どもも、年長になると、下の年齢の子ど
もを気にかけ、教えてあげたり、世話や援
助をしてあげたりするようになり、憧れら
れ、集団の活動に見通しを持って参加する
ようになり、自己コントロールや自己肯定
感がみられるようになる。 
②活動内容・参加の形態としては、自由遊び
でその子どもが興味をもってやっている
ことを肯定的に意味づけることで、友達を
巻き込んで意識的な活動に発展させるこ
とができる。また、見えやすく模倣しやす
い「わらべうた」、決まったやり方で達成
感を持ちやすいパズル等や、見てわかるク
ッキングなどに積極的な参加が見られた。 
③クラス集団のサイズは 20 人以下であった



が、さらに小グループでの食事や好きな遊
びが同じ少人数での活動が保障されるこ
とによって、友達のことが見えやすくかか
わりやすくなる。 
④保育者の働きかけとしては、友達の活動を
見えやすく、模倣しやすくするように、注
目させたり、テーブルの配置等を考慮した
り、鬼ごっこではルールがわかりやすいよ
うに帽子を区別したり、ごっこ遊びでは目
に見える道具を作ってイメージを膨らま
せたり、話し合いではホワイトボードに絵
を描いたりしながら説明するなど、視覚的
な工夫が見られた。 
  保育者は子どもが興味をもって遊んで
いることを見逃さず観察し、子どもたちの
声を聴きドキュメンテーションを作成す
ることによって、それぞれの子どもの特徴
や興味に応じた多様な参加のしかたを保
障し、子どもたちの願いに沿った活動を展
開することができ、対象児も積極的に参加
するプロジェクト的活動に発展させるこ
とができる。 
これらの方法は、同年齢集団でも行われ
ることであるが、年齢差のある異年齢集団
ではより重視される必要がある。    
⑤保育者は、対象児との関係において、思い
を受け止め、認めることによって信頼関係
をつくり、さらに友達や集団とつなげる役
割を果たしていた。そのことによって、集
団の子どもたちがその子の特性に配慮し
たかかわりを考えたり、認めたりして受け
入れていた。異年齢保育においては、保育
者の直接的援助のみならず、集団そのもの
がもつ支援力・教育力も長期的なスパンで
効果的に作用し、相互受容的・承認的関係、
相互援助的関係が築かれ、自己肯定感が育
ちやすくなるといえる。 
⑥年齢による違いについては、１，２歳児が
いることによって、４，５歳児が無条件に
かわいがる関係ができる。攻撃的な行動が
多かった３歳児も、１～５歳の異年齢集団
では４歳ごろから、食事の際などに１，２
歳児の世話をするようになり、憧れられる
ようになり、認められて安心し安定する姿
が見られた。ただし、活動内容としては、
朝の集まりなどでは、１～５歳児全員が一
緒に集まるためには、年齢に配慮した内
容・方法が考えられる必要がある。また、
同年齢の人数が少ないことから、憧れてモ
デルとなるような年長児がいない場合も
あり、他のクラスとの交流の進め方なども
検討課題である。 
 
(6) スウェーデンにおける小学校への移行
期の教育方法に関する調査より 
スウェーデンでは、保育園が就学前学校と
なり、1998 年に就学前学校のカリキュラムが
つくられ、その後学校法の改正に伴って 2010
年に改訂された。2011 年には「基礎学校、就
学前クラス、学童保育のためのカリキュラ

ム」が作成され、就学前クラス（ゼロ年生）
を含んだ学校の全体的な目標とガイドライ
ンと基礎学校のカリキュラムが定められた。
それは、2016 年夏に就学前クラスと学童保育
の独自のカリキュラムが追加され改訂され
た。 
2016 年にスウェーデン・ストックホルム市
郊外の就学前学校の４，５歳児のクラス及び
就学前 1年の「ゼロ年生」クラス（６歳児）
の教育・保育の実際を観察するとともに、担
任教師から聞き取り調査を行ない分析・考察
した結果、以下のことが明らかになった（論
文②参照）。 
①保育者は民主主義的価値と安心感・自己肯
定感を重視し、子どもが安心して生活でき、
様々な活動に挑戦し自信をつけることが
できるように援助している。 
②子どもたちの遊びが大事にされ、興味・関
心・知的好奇心に基づいた、身体全体を用
いた探究的プロジェクト活動を通して子
どもたちの多様性を認める保育・教育がな
されていた。そのなかで、子どもたちの想
像力、洞察力、創造性、自信などを伸ばす
ことがねらわれて実践が試みられていた。 
③プロジェクト活動の前提となるのは、子ど
もたちを観察し、子ども同士で話している
言葉やつぶやき、子どもたちの活動を文字
や写真で記録し、記録に基づいて話し合う、
教育ドキュメンテーションである。スウェ
ーデンではドキュメンテーションの作成
が義務付けられており、その具体的な作
成・活用方法について知ることができた。 
 
(7) 小学校への移行期の教育支援体制 
幼児期から小学校への移行期の教育支援
体制については、スウェーデンでは、フィン
ランドと似たシステムで、「ゼロ年生」を置
くことによって、スムーズに小学校での学習
に移行することができるようになっている。
就学前学校の教師、ゼロ年生の教師、小学校
の教師、特別支援教育の専門家、保護者が密
に連絡をとり、発達を継続的に支援できる体
制ができている。 
 日本でも幼小の接続が工夫されているが、
小学校への引き継ぎがうまくいかない事例
も多い。観察対象とした事例では、入学前に
保育園で配慮し、保護者や小学校と連携をと
り、配慮事項を引き継いでいたことにより、
入学後は、比較的スムーズに学校生活に慣れ
ることができていた。しかし、保育士の努力
によるところが大きく、システムとしては整
備が不十分である。 
その中でも、多職種が連携して５歳児健診
やそのフォローの教室等を実施することに
よって、小学校とうまく連携している先進的
な自治体もあった（論文③参照）。また、発
達障害を抱える学齢期の子どもたちの、学校
外での遊び・余暇の場で、より充実した人間
関係を結んでいっている事例もあった。 
 



(8) 総括と今後の展望 
上記のような支援体制のもとに、(5)にま
とめたような異年齢集団を効果的に作用さ
せる実践的方法を用いることによって、保育
者及び支援者が見通しをもった保育・援助を
行うことが可能となり、人間関係に困難を抱
える子どもへの支援も進むことが予想され
る。とりわけ、活動意欲が乏しかった幼児が
自分の興味に基づいたプロジェクト的活動
に積極的に参加し人間関係を結んでいく姿
からは、クラス集団における活動の設定のし
かたに大きな示唆を得ることができた。 
当初、4 年間の研究計画であったが、スウ
ェーデンにおける調査については、相手先と
の関係で、1年延期した。しかし、ちょうど、
カリキュラムが改訂される年であったため、
小学校へのつながりについてもより有益な
資料を得ることができた。 
教育ドキュメンテーションの過程で、保育
者同士、保育者と子ども、子ども同士、保護
者と子ども・保育者の間で、活動を振り返る
ことによって、最も子どもたちに合った方向
性を見出していくことができる。日本ではま
だあまり取り入れられていないが、教育ドキ
ュメンテーションを行いながら、プロジェク
ト的な活動に発展させる過程で、子どもたち
がより意欲的に活動に参加し、多様な関係が
発展するものと考えられる（論文④、発表⑤、
図書①②参照）。今後、さらに、教育ドキュ
メンテーションとプロジェクト活動の過程
における子どもたちの関係の発展と支援方
法を具体的に明らかにしていきたい。 
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